
平成24年度事業報告並びに平成25年度事業計画

言語: jpn

出版者: 静岡県母性衛生学会

公開日: 2023-03-24

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10271/00004323URL



平成24年度事業報告並びに平成25年度事業計画

1. 平成24年度事業報告

1)第3回羽衣セミナー および第25回定例総会及び学術集会

開催日 9月 1日（土） 第3回羽衣セミナー

2日（日） 潜在助産師支援事業 特別講演

第25回定例総会及び学術集会

集会長 宇津正二先生（聖隷三方原病院） ＇

会 場 もくせい会館

特別講演（潜在助産師支援事業）

発達障害と愛着障害 杉山登志郎先生（浜松医大児童青年期精神医学講座特任教授）

アクティブバース～フ リースタイル分娩介助の方法～ 岩田塔子先生（めぐみ助産院）

ランチョンセミナー

妊婦の心肺蛙生と急変対応 照井克生先生

（埼玉医科大学総合医療センター麻酔科准教授）

教育講演

安心 して母乳授乳ができる塚境を支援する助産師と外科医の連携

～授乳期乳腺炎の治療経験から～ 神崎正夫先生（神崎外科クリニック院長）

一般演題 10題

学術奨励買 (2題）敬称略

加茂亜希、他（静岡県立こども病院）

鈴木百合子（県看設協会助産師職能委員会）

参加者数 羽衣セミナー 172名（前年104名）

内訳 ：東部12名中部99名西部61名

＊ナイトセミナー参加者 73名

（医師10,助産師45, 看護師4, 学生14)

特別講演会 120名（県外2名含む）

内訳 ：東部17名（医2 助15)中部47名（医7 助33 看7)

西部54名（医8 助20 看〇 学生他26)

第25回学術集会 139名（県外2名含む） （前年79名）

内訳 ：東部18名（医5 助13)中部61名（医8 助42 看5 他6)

西部58名（医10 助22 看〇 他26)

託児所の申し込み状況 0名（前年0名）

2)役員会の開催

平成24年 9月2日（日） もくせい会館 会議室

平成25年 2月19日（火） あざれあ“第 1会議室”

3)会員数 平成25年 1月 1日現在（括弧内は平成24年 1月時点）

288名 (301名） （入退会者整理後）

（内訳） 医師111(112) 助産師118(135) 看護師16(15) 薬剤師〇 保健師3

栄養士5(6) 教員30(26) その他4（対前年13名減少）

退会扱 29名（退会届15, 5年未納者ll，住所不明 3)
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新規入会 16名

会費未納者 71名 （前年98名）

(1年32名 2年11名 3年10名 4年 4名 5年14名）

4)平成24年度決算（別紙）

2 平成25年度事業計画（案）

1) 第26回定例総会及び学術集会の開催

日 程 9月8日（日）集会長古川雄一先生

会 場 もくせい会館

特別講演 “生殖補助医療の基礎と今後の展望＂

西村 満先生 （西村ウイメ ンズクリニック院長）

ランチョンセミナー

“破水を考えるー産科ショック予防の観点から＂

金山尚裕先生（浜松医科大学産科婦人科教授）

一般演題

2)第 4回羽衣セミナー

日 程平成26年 2月16日（日）

会 場 もくせい会館

ミニレクチャー 請師一覧（順不同）

円谷由子先生（静岡県立大学食品栄養科学部栄養生命科学科 講師）

お母さんの栄養、足りていますか？ 妊産婦のための食事バランスガイド活用術～

長田知恵子先生（静岡県立大学看護学部看設学科 請師）

母乳哺育で困っています！そのトラブル、誤解から始ま っているかも？！

光本恵子先生（リプロダクティブ ・ヘルス研究会 副理事長）

間もなく 一年、妊娠SOSサポート相談

西尾公男先生（にしお小児科医院院長）

家族の不安に寄り添って ～出生前診断を希望されたら～

鈴木一直先生（浜松医科大学付屈病院 周産母子センター講師）

胎盤の中、どうなってますか？ （近赤外線による評価）

河村隆一先生（静岡県立こども病院 周産期センター産科医長）

赤ちゃん、元気ですか！ （胎児機能評価について）

他、詳細未定

3)役員会開催

理事会 2回（平成25年 9月8日、平成26年 2月16日）

羽衣セミナー準備委員会 平成25年11月予定

4)平成25年度予算（案） （別紙）

5)その他
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